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『知ること』たった一つのことで変わる
武蔵ヶ丘中学校　１年　河田　和

かず
樹
き
（現在２年生）

　２月25日㈯、「人権のまち菊陽フェスタ」を開催しました。オープ
ニングコンサートではシンガーソングライターの「ちひろさん」が、
町人権の歌「こころ」や金子みすゞさんの「私と小鳥と鈴と」の詩に
自ら作曲された歌などを披露しました。最後の歌詞の「みんなちがっ
てみんないい」は会場全体で手話も交えて表現しました。

　その後、近畿大学名誉教授の奥
おく
田
だ
均
ひとし
さんが

「差別意識のカラクリを考える」の演題で講演
しました。奥田さんは、「通常「○○差別」という言い方をするときは、障害者差別、
女性差別、外国人差別など○○には差別を受けている対象者が表現される。部落差
別は、なぜ、「部落出身者差別」といわないのか。世間の人が判断する部落出身者と

は誰のことか。全国の調査結果から「同和地区との属地性（土地との関り）」が判断の基準になっている現
実が見えた。同和地区と属地関係を持てば「同和地区出身者」と見なされる可能性が市民を包み込んでいる。
「見なされる可能性」を避けようとする意識・忌避意識が形作られている。この忌避意識の克服を考えたい。
大根を買う時に品質を基準に選ぶのに、結婚相手を決める時に人をしっかり確かめてではなくなぜ、世間の
目を気にするのか。人間の値打ちは地面では決まらない。もういいかげん、人間の値打ちを地面で決めると
いうばかげたことはやめましょうということにつきる。まわりから笑われるぞが多数派を形成する「人権の
世間」づくりを進めたい。「禁煙」の世間づくりから学ぶといい。「以前は、たばこは地元で買いましょう」
と行政もすすめていたが、今は喫煙者の肩身が狭くなる「禁煙の世間」が張り巡らされている。①学校教育
②マスコミ③行政・企業④法律が世間づくりに力を発揮した。さらに、「差別禁止法」が必要になる。人権
のトップランナーに菊陽町がなってほしい」と語りました。参加者からは「部落差別意識のカラクリに初
めて気づかされました。部落差別はなくせるという展望が持てました」「人間の値打ちは地面で決まらない。
人権の世間をつくろう。とても分かりやすく、印象に感じた言葉でした」などの感想が寄せられました。
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が
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。
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「読み聞かせボランティア」のお話に
夢中になる子どもたち
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く
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ッ
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ふ
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ん
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を
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と
、
家

族
が
大
好
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が
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温
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な
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持
ち
に
な
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す
。
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友だちと一緒にままごと遊び
（作者は左側）
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「おとうとといっしょにあそんでるよ」


